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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第68期

第１四半期連結
累計期間

第69期
第１四半期連結
累計期間

第68期

会計期間
自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日

自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日

自　平成22年４月１日
至　平成23年３月31日

売上高 (千円) 3,645,227 3,770,411 17,297,666

経常利益又は経常損失(△) (千円) △50,870 △66,194 624,155

四半期(当期)純利益又は
四半期純損失(△)

(千円) △55,799 △72,479 242,291

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △111,962 △67,068 205,533

純資産額 (千円) 7,919,650 8,165,857 8,233,004

総資産額 (千円) 18,809,982 18,838,862 19,171,203

１株当たり四半期(当期)純利益又
は１株当たり四半期純損失(△)

(円) △1.16 △1.51 5.05

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 42.1 43.3 42.9

(注)　1. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

2. 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

3. 第68期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号　平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1)　経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により、輸出や設備投資並びに個

人消費が低調に推移いたしました。また、原発事故を契機とした電力供給問題や円高傾向の継続により、景

気の先行きは不透明な状況となっております。

　建設業界及び合成樹脂加工品業界におきましては、需要に回復傾向がみられるものの販売競争の激化、原

材料価格の値上がり等により引き続き厳しい状況が続いております。

　当社グループはこのような状況の下、営業力の強化と積極的な販売活動に努めてまいりました結果、当第

１四半期連結累計期間の連結売上高は、37億70百万円（前年同期比3.4％増）となりました。

  損益面につきましては、当第1四半期連結累計期間においても徹底したコストダウン及び諸経費の削減な

どの諸施策を実施してまいりましたが、営業損失は45百万円（前年同期営業損失24百万円）、経常損失は66

百万円(前年同期経常損失50百万円)、四半期純損失は72百万円（前年同期四半期純損失55百万円）となり

ました。

　セグメント別の状況は次のとおりです。

[合成樹脂加工品事業]

　主力の建材製品は、国内床材、防水資材、住宅資材が売上増となりましたが、輸出用床材及び壁装用品は売

上減となりました。また、産業資材製品は、車両用床材及び欧米向けフイルムが売上減となりました。

　この結果、売上高は36億53百万円（前年同期比3.5％増）、セグメント損失は1億30百万円（前年同期セグ

メント損失1億7百万円）となりました。

[不動産賃貸事業]

　不動産賃貸料収入は、売上高は1億16百万円（前年同期と同額）、セグメント利益は84百万円（前年同期比

1.7％増）となりました。

（注）セグメント利益又は損失の合計は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。
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(2)　財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間の資産合計は、前連結会計年度より３億32百万円減少し、188億38百万円とな

りました。その主な原因といたしましては、現金及び預金が１億97百万円、商品及び製品が５億16百万円増

加したものの、受取手形及び売掛金が７億92百万円、有形固定資産が１億13百万円減少したことによるもの

です。

　負債の部では、前連結会計年度より２億65百万円減少し、106億73百万円となりました。その主な原因とい

たしましては、支払手形及び買掛金が60百万円、長期借入金が１億20百万円、預り保証金が79百万円減少し

たことによるものです。

　純資産の部では、前連結会計年度より67百万円減少し、81億65百万円となりました。その主な原因といたし

ましては、利益剰余金が72百万円減少したことによるものです。 

(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

(4)　研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は61百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 90,000,000

計 90,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 48,253,094  同左
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は
1,000株であります。

計 48,253,094  同左 ― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年６月30日 ─ 48,253,094 ─ 5,007,917 ─ 4,120,573
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　
(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ─ ―

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ―

議決権制限株式(その他) ─ ─ ―

完全議決権株式(自己株式等) 
                       (注)１

(自己保有株式)
普通株式 299,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式
47,589,000

47,589 ―

単元未満株式           (注)２
普通株式
365,094

― ―

発行済株式総数 48,253,094 ― ―

総株主の議決権 ― 47,589 ―

(注) １　「完全議決権株式（自己株式等)」の299,000株は、全て当社保有の自己株式であります。

２　「単元未満株式」の中には、株主名簿上は当社名義となっているが実質的に所有していない株式500株及び当

社所有の自己株式725株が含まれています。

３　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　

② 【自己株式等】

平成23年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ロンシール工業㈱

東京都墨田区緑四丁目
15番３号

299,000 ─ 299,000 0.62

計 ― 299,000 ─ 299,000 0.62

(注)　このほか株主名簿上は当社名義となっていますが、実質的に所有していない株式が500株及び当社所有の自己株式

が725株あります。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成23年４月１日

から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、聖橋監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,033,656 4,231,647

受取手形及び売掛金 5,489,421 4,696,917

商品及び製品 1,776,543 2,293,349

仕掛品 149,118 100,706

原材料及び貯蔵品 603,929 620,701

その他 ※3
 507,057

※3
 430,136

貸倒引当金 △20,573 △19,431

流動資産合計 12,539,153 12,354,029

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 9,478,559 9,480,259

機械装置及び運搬具 9,589,701 9,591,266

工具、器具及び備品 3,230,607 3,214,387

土地 2,434,412 2,434,412

リース資産 166,103 166,103

建設仮勘定 11,555 10,714

減価償却累計額 △19,152,900 △19,252,667

有形固定資産合計 5,758,040 5,644,476

無形固定資産

その他 145,731 138,070

無形固定資産合計 145,731 138,070

投資その他の資産

投資有価証券 341,195 337,301

その他 420,847 395,262

貸倒引当金 △33,765 △30,277

投資その他の資産合計 728,278 702,286

固定資産合計 6,632,049 6,484,833

資産合計 19,171,203 18,838,862
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,715,433 3,654,828

短期借入金 3,178,054 3,169,554

未払法人税等 57,854 36,794

賞与引当金 157,793 89,569

災害損失引当金 87,345 73,798

その他 1,298,140 1,414,562

流動負債合計 8,494,620 8,439,107

固定負債

長期借入金 1,060,046 939,740

預り保証金 1,174,564 1,094,890

引当金 109,728 108,957

その他 99,238 90,308

固定負債合計 2,443,577 2,233,897

負債合計 10,938,198 10,673,004

純資産の部

株主資本

資本金 5,007,917 5,007,917

資本剰余金 4,120,573 4,120,573

利益剰余金 △733,369 △805,848

自己株式 △38,651 △38,729

株主資本合計 8,356,470 8,283,912

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 17,968 15,491

為替換算調整勘定 △149,848 △142,340

その他の包括利益累計額合計 △131,880 △126,848

少数株主持分 8,414 8,793

純資産合計 8,233,004 8,165,857

負債純資産合計 19,171,203 18,838,862
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 3,645,227 3,770,411

売上原価 2,386,937 2,550,816

売上総利益 1,258,289 1,219,595

販売費及び一般管理費 1,282,334 1,265,246

営業損失（△） △24,044 △45,651

営業外収益

受取利息 159 58

受取配当金 7,354 7,302

不動産賃貸料 16,416 15,672

その他 3,698 4,881

営業外収益合計 27,629 27,915

営業外費用

支払利息 21,859 20,614

退職給付費用 22,318 －

為替差損 6,714 11,871

貸倒引当金繰入額 － 13,400

その他 3,562 2,572

営業外費用合計 54,455 48,458

経常損失（△） △50,870 △66,194

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,109 －

特別利益合計 1,109 －

特別損失

固定資産除却損 2,507 259

特別損失合計 2,507 259

税金等調整前四半期純損失（△） △52,268 △66,453

法人税、住民税及び事業税 14,360 24,572

法人税等調整額 △11,207 △18,725

法人税等合計 3,153 5,846

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △55,421 △72,300

少数株主利益 377 178

四半期純損失（△） △55,799 △72,479
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △55,421 △72,300

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △60,238 △2,477

為替換算調整勘定 3,697 7,709

その他の包括利益合計 △56,540 5,232

四半期包括利益 △111,962 △67,068

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △112,436 △67,447

少数株主に係る四半期包括利益 473 379
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　
【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

　
【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　
【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
　前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

１　受取手形割引高 23,500千円１　受取手形割引高 3,895千円

　２　偶発債務(保証債務)

下記の銀行借入金等に対して、債務保証を行って

います。

保証先 保証額

従業員(住宅資金) 568千円
 

　２　偶発債務(保証債務)

下記の銀行借入金等に対して、債務保証を行って

います。

保証先 保証額

従業員(住宅資金) 472千円
 

※３　手形債権の流動化

　　　当社は、手形債権の流動化を行っております。

受取手形の債権流動化による譲渡高 130,152千円

なお、受取手形の流動化に伴い、信用補完目的の保

留金額47,287千円を、流動資産のその他に含めて

表示しております。　

※３　手形債権の流動化

　　　当社は、手形債権の流動化を行っております。

受取手形の債権流動化による譲渡高 110,852千円

なお、受取手形の流動化に伴い、信用補完目的の保

留金額48,209千円を、流動資産のその他に含めて

表示しております。　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

減価償却費 158,468千円 135,450千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

　
１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　
当第１四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

　

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

　３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

EDINET提出書類

ロンシール工業株式会社(E01103)

四半期報告書

13/18



(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

調整額
四半期連結損
益計算書計上
額(注)合成樹脂加工品事業 不動産賃貸事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,528,687 116,540 3,645,227― 3,645,227

セグメント間の内部売上
高又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,528,687 116,540 3,645,227― 3,645,227

セグメント利益又は損失
(△)

△107,255 83,210 △24,044 ― △24,044

(注)　セグメント利益又は損失(△)の計は、四半期連結損益計算書の営業損失(△)と一致しております。　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１ 日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

調整額
四半期連結損
益計算書計上
額(注)合成樹脂加工品事業 不動産賃貸事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,653,871 116,540 3,770,411― 3,770,411

セグメント間の内部売上
高又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,653,871 116,540 3,770,411― 3,770,411

セグメント利益又は損失
(△)

△130,282 84,631 △45,651 ― △45,651

(注)　セグメント利益又は損失(△)の計は、四半期連結損益計算書の営業損失(△)と一致しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

ロンシール工業株式会社(E01103)

四半期報告書

14/18



　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

１株当たり四半期純損失金額(△) △1.16円 △1.51円

(算定上の基礎) 　 　

四半期純損失金額(△)(千円) △55,799 △72,479

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純損失金額(△)(千円) △55,799 △72,479

普通株式の期中平均株式数(千株) 47,984 47,952

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年８月10日

ロンシール工業株式会社

取締役会  御中

　

聖橋監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    松    田    信    彦    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    濵    田      尊　　    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているロン
シール工業株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期
間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平
成23年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ロンシール工業株式会社及び連結子会社の平
成23年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示
していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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